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共同事業ニュース：2020年 9月号

2020 年 9 月 30 日発行

№133

○ 本誌は、毎月１回、都道府県石油組合、北海道 18石油組合、共同事業部会委員、農林漁業

部会委員に配信しています。

○ 全石連のホームページ“石油広場：http://www.zensekiren.or.jp/”に最新号から 1年前の

バックナンバーまで掲載しています。

「石油広場 トップページ」⇒「各種情報」⇒「共同事業グループニュース」
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１ カレンダーの注文について

カレンダーは１１月３０日（月）を受付期限としておりますが、カレンダーの種類によっ

ては作成数量の関係上、期限よりも前に受付終了となる場合もありますので、早めのご注文

をお願い致します。（受付終了となった場合は都度ご連絡致します）

２ 鉄粉除去剤「Ｆｅカッター」プレゼント品のポンプスプレーについて

鉄粉除去剤「Ｆｅカッター」２０Ｌを新規注文１箱につき、ポンプスプレーを１本プレゼ

ントしておりますが、新型コロナウイルスの影響で、ポンプスプレーの出荷が１２月以降と

なりますので、ご了承下さいますよう、お願い致します。

（鉄粉除去剤「Ｆｅカッター」自体の納期は従来通りです。またハンドスプレーについては

納品に遅れはありません）

３ 「１１０匁ライトタオル」の送料について

現在、３００枚以上は送料込みとなっておりますが、２０２０年１２月１日注文分より、

３６０枚以上は送料込みに変更となりますのでご注意下さい。

４ 中型生命グループ保険の最新加入状況

中型生命グループ保険の 10 月 1 日現在の加入者数は、6,916 人です(前月 6,926 人、前月

比 10人減）。

中型生命では、コロナウィルスによる死亡、高度障害は「災害・災害高度障害保険金」の

対象となります。１００万円コースの場合、保険金は２００万円が出ます。入院した場合は

病気治療を目的とした入院になるので、医療見舞金の支払対象となります。ただし、在宅治

療の場合は対象となりません。

加入者が 7,000 人を下回る状況となってしまいました。現状の加入者数規模であれば掛金

への直接的な影響はありませんが、制度運営を安定化するために新規加入者の獲得が必要で

す。秋のキャンペーンで組合員の皆様にご案内いただきますようお願いいたします。

５ 台風での損害の対応

年々、大型勢力の台風が発生する傾向となっており、接近、上陸によって大きな被害が発

生します。全石連の共済・保険での台風による損害の対応について説明いたします。

ケース 1:強風で飛ばされた SSの電光掲示板が近隣の住宅に衝突して壊してしまった。

→近隣の住宅損害：保険会社の施設賠償では、自然災害で発生した損害は支払い対象外と
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なっているので、住宅の修繕費用は保険では対象にされないことが通例です。SS総合共済で

は、掲示板の維持管理の不備による事故として支払対象としています。

→電光掲示板の被害：SS総合共済（動産総合）の対象物（加入証書に明記してあります。）

であれば支払対象になります。キャノピーは“建物”として分類しているので対象外です。

また賠償責任共済（火災共済）では、事故原因が「火災、破裂・爆発、落雷」に限られてい

ますので、台風による損害は支払対象になりません。

ケース 2：近くの川が溢れてＳＳが浸水した。

→浸水で SS総合共済（動産総合）の対象物が全損となった場合は、損害額の５％が支払わ

れます。

損害額は物件の時価額で算出するので、共済金は“お見舞金”程度の金額にならざるを得

ません。

６ 【海運】適合油の取扱いについて

２０２０年１月より、船舶燃料油中の硫黄分を一般海域では「3.5％以下」から「0.5％以

下」とする規制強化が行われています。これにより元売会社から規制に対応した海運用の燃

油として「適合油」が販売されており、重油のカテゴリーの中では「Ｃ重油」に該当します。

登録業者から適合油に関する問い合わせがあった場合は、適合油は「Ｃ重油」として海運

の総括表（様式第３号）に記入するようご指導ください。

従来のＣ重油（又はＨＳＣ重油）と適合油を同時に扱っている場合は、Ｃ重油と適合油を

合算して「Ｃ重油」として記入するようご指導ください。

なお、適合油は「船舶用低硫黄重油」、「ＬＳ舶用燃料油」等と表示される場合があります

が、この場合も「Ｃ重油」となります。

ＨＳＣ…ハイサルファーＣ重油（高硫黄Ｃ重油）

ＬＳ舶用燃料油…ローサルファー舶用燃料油（低硫黄舶用燃料油）

７ 【海運】総括表記載元売名の徹底について

総括表の元売名を「ＪＸＴＧ又はＥＮＥＯＳ(元売番号 02)」と記載すべきところを「旧Ｅ

ＭＧ(元売番号 11)」等で提出される（またはその逆）などの事例が、特に海運用燃油におい

て散見されております。

海運用燃油では集計後の修正に関し「削除はするが増加はさせない集計方法を取る」とい

うことで国税庁から指導を受けています。本来元売の変更とは、一方の元売を削除し他方の

元売を増加させることになりますが、上記の指導により集計後の修正は、一方の元売から削

除のみ行い、他方の元売は増加させない処理となります。

また、ＪＸＴＧ（又はＥＮＥＯＳ）と旧ＥＭＧマネジメント並びに旧東燃ゼネラル石油は

合併しているため同じ会社ですが、同社からの要請により当分の間、それぞれ別の会社とし

て集計をしています。上記の様な事例では削除のみされることになってしまい、その場合は
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確認数量が減少してしまいます。

そのため登録業者に対し、総括表を提出する際に元売名と元売番号を仕入先等に確認する

ことの徹底をお願いします。

元売の確認は海運用燃油に限ったことではなく全制度に共通することなので、是非とも確

認の徹底をお願いします。

参考 元売番号と元売名

02 旧ＪＸＴＧエネルギー

11 旧ＥＭＧ

13 旧東燃ゼネラル

--------------------------------------【農林グループからのお願い】--------------------------------------------
無税重油、国産Ａ重油、農林軽油、海運用燃油に関する総括表等に設けている提出期日が

近づいてきましたら、登録業者からの提出状況をご確認ください。

期日までの提出励行にご協力をお願いいたします。


